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自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬが 
᝿㉳のṇ確さに及ぼす影響 
 
బ⸨⚽ᶞ㸯 田中知ᜨ㸰 වᏊ၏㸯，３ ᕢᒣᬕ⳯㸯，３ ఀ⸨⌮⣪㸯 㕥ᮌఙ一㸲 
 
要 約 
本研究の目的は，ప自ᑛ感᝟者は㧗自ᑛ感᝟者よりもࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬをṇ確に᝿
㉳するという差異ṇ確性モデルと，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬは自ᑛ感᝟に一⮴する᪉向に
ṍめて᝿㉳されるという感᝟౯一⮴モデルの仮説を立て，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒの
ᚓⅬが᝿㉳のṇ確さに及ぼす影響を検討することであった。大学生 24 ྡを対㇟に，自ᑛ感᝟に㛵する㉁
問⣬調ᰝとࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた自己ホ౯をഅ発的に᝿㉳さࡏる実験を実᪋した。本研究の結果から，自
ᑛ感᝟に㛵わらࡎ，᝿㉳のṇ確さに㐪いは見られなかった。本研究の結果をࡩまえて，᝿㉳のṇ確さに及
ぼす௚の要因と⮫ᗋ研究への㑏ඖྍ能性の観Ⅼから考ᐹした。 
キーワード㸸自ᑛ感᝟，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵク，性᱁特性ㄒ，差異ṇ確性モデル，感᝟౯一⮴モデル 
 
 
問 題 
 
 我々がᙧ成する自己ホ౯はᚲࡎしもṇ確では
なく，自己に㛵するグ᠈ࣂ࢖࢔スがあるとされ
る㸦⸨ᓥ，2010㸧。自己に㛵するグ᠈ࣂ࢖࢔ス
が生じる要因として，自ᑛ感᝟がᣲࡆられる。
自ᑛ感᝟とは「自己の౯್に対するホ౯的感᝟
あるいは自己に対する態度」と定義される㸦Ώ
㎶，1995㸧。自ᑛ感᝟はグ᠈などの様々な認知
過程と㛵連があり，自己ホ౯のᙧ成において自
ᑛ感᝟が᝿㉳のṇ確さに影響を及ぼすことから
㸦Crocker & Park, 2004㸧，自ᑛ感᝟が自己に㛵
する᝿㉳のṇ確さに及ぼす影響について検討す
るᚲ要がある。 
自ᑛ感᝟が᝿㉳のṇ確さに影響を及ぼすこと
を説᫂したモデルとして，差異ṇ確性モデルと 
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感᝟౯一⮴モデルがある㸦Story, 1998㸧。差異ṇ
確性モデルによると，ప自ᑛ感᝟者は㧗自ᑛ感
᝟者よりもࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒの
ᚓⅬをṇ確に᝿㉳するとされる。差異ṇ確性モ
デルは，非抑うつ者のグ᠈は࣏ࢪࢸ࢕ࣈな᪉向
にṍࢇで᝿㉳され㸦௰⏤・ྂᕝ，2004㸧，抑う
つ者のグ᠈は，非抑うつ者よりも，自ศ自㌟や
⎔ቃをṇ確に᝿㉳するという抑うつࣜ࢔ࣜࢬム
に౫ᣐしている㸦Alloy & Abramson, 1979㸧。
また，こうしたグ᠈のṍࡳは，抑うつだけでな
く自ᑛ感᝟でも生じることが᫂らかにされてい
る㸦Tennen & Herzberger, 1987㸧。これらのこ
とから，差異ṇ確性モデルで示される現㇟は，
自ᑛ感᝟でも抑うつと同様の知見がᚓられると
考えられる。 
一᪉，感᝟౯一⮴モデルによると，自ᑛ感᝟
に一⮴する性᱁特性ㄒのᚓⅬはṇ確に᝿㉳さ
れ，自ᑛ感᝟に一⮴しない性᱁特性ㄒのᚓⅬは
自ᑛ感᝟に一⮴するように᝿㉳がṍめられると
される。感᝟౯一⮴モデルは，人間は自己を確
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ドするような᝟ሗに㑅ᢥ的に注意を向ける傾向
があるので，自己確ド的に᝟ሗを➢ྕ໬あるい
は検⣴し，᝟ሗを自己確ド的にゎ㔘するという
自己確ド⌮ㄽに౫ᣐしている㸦Swann, 
Rentfrow, & Guinn, 2003㸧。この⌮ㄽをࡩまえ
ると，自ᑛ感᝟と一⮴するࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクのෆ
ᐜは，一⮴しないෆᐜよりも᝿㉳がṇ確である
と考えられる。このように，差異ṇ確性モデル
と感᝟౯一⮴モデルはそれࡒれ実ド的に支持さ
れているにも㛵わらࡎ，஫いに┦反するモデル
である。Story㸦1998㸧は，自己に㛵連するグ
᠈は，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクのዲましさの
影響をཷけるかの検討をした。この研究では，
実験ཧຍ者が性᱁特性ㄒに㛵するㄢ題㐙行ᚋに
その結果をࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクし，そのᚋഅ発的に
ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされたෆᐜを᝿㉳するようồめ
たとこࢁ，感᝟౯一⮴モデルを支持した。しか
しながら，日常生活の中で௚者からࣇ࢕࣮ࢻࣂ
ࢵクをཷけるሙ㠃は，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクはㄢ題を
行った┤ᚋより一定ᮇ間✵いてからされる࡯う
が多く，その間に᝿㉳のṍࡳが生じるྍ能性が
ある。 
そこで本研究では，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵ
クされた性᱁特性ㄒのᚓⅬが᝿㉳のṇ確さに及
ぼす影響を᫂らかにすることを目的とする。こ
の目的を㐩成するために，ప自ᑛ感᝟者は㧗自
ᑛ感᝟者よりもࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性
ㄒのᚓⅬをṇ確に᝿㉳するという差異ṇ確性モ
デルを支持する仮説と，自ᑛ感᝟に一⮴する性
᱁特性ㄒのᚓⅬは一⮴していない性᱁特性ㄒの
ᚓⅬよりṇ確に᝿㉳され，そして自ᑛ感᝟に一
⮴していない性᱁特性ㄒのᚓⅬは自ᑛ感᝟に一
⮴する᪉向にṍめて᝿㉳されるという感᝟౯一
⮴モデルを支持する仮説を立てた。そして，ㄢ
題㐙行ᚋに一定ᮇ間✵いてからࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵク
をཷけたሙྜの᝿㉳のṇ確さを検討すること
で，ホ定時とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵク時の間で生じる᝿
㉳ࣂ࢖࢔スを検討することを➨㸯の目的とし
た。また，自己に㛵連する᝿㉳のṇ確さは，自
ᑛ感᝟といった特性的ഃ㠃に影響をཷけるの
か，それともࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされるෆᐜに影響
をཷけるのかを検討することを➨㸰の目的とし
た。 
 
᪉ ἲ 
 
㸦㸯㸧実験者 
 ⮫ᗋ心⌮学をᑓᨷする➨㸯➹者が実験を実᪋
した。 
㸦㸰㸧実験༠力者 
実験は㸰つのࣇ࢙࣮ࢬからᵓ成され，ࣇ࢙࣮
ࢬ㸯では，㒔ෆ⚾立大学の学生 31 㸦ྡ男性㸵ྡ，
ዪ性 24 ྡ㸧が実験にཧຍした。実験༠力者のᖹ
ᆒᖺ㱋は 20.97 ṓ㸦SD = 0.77㸧であった。ࣇ࢙
࣮ࢬ㸰では，㒔ෆ⚾立大学の学生 24 㸦ྡ男性㸲
ྡ，ዪ性 20 ྡ㸧が実験にཧຍした。実験༠力者
のᖹᆒᖺ㱋は 21.21 ṓ㸦SD = 0.76㸧であった。 
㸦３㸧実験時ᮇ 
 2012 ᖺ㸵᭶に実験を実᪋した。 
㸦㸲㸧調ᰝᮦᩱ 
ձ自ᑛ感᝟に㛵するᑻ度 
自ᑛ感᝟ᑻ度㸦ᒣ本・松஭・ᒣ成，1982㸧㸸10
㡯目からなり，ᚓⅬが㧗い࡯ど自ᑛ感᝟が㧗い
ことを⾲す。ཧຍ者には「㸯㸸あてはまらない」
から「㸳㸸あてはまる」の㸳௳ἲでᅇ⟅をồめ
た。このᑻ度は，ᱜ஭㸦2000㸧によって信㢗性
とጇᙜ性が確かめられている。 
ղ性᱁特性に㛵するᑻ度 
ࣃ࣮ࢯࢼࣜࢸ࢕ࢸスト㸸Big Five ᑻ度㸦࿴田，
1996㸧を用いた予ഛ調ᰝの結果からᵓ成された
ࢸストである。20 㡯目㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈㄒ 10 㡯目，
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈㄒ 10 㡯目㸧からなり，ཧຍ者には
「㸮㸸඲くあてはまらない」から「100㸸非常に
よくあてはまる」の್でᅇ⟅をồめた。 
㸦㸳㸧ᡭ続き 
 ࣇ࢙࣮ࢬ㸯において，研究の㊃᪨説᫂を行う
ことの஢ᢎをᚓた学生に対し，研究の目的や意
義➼の説᫂を行い，研究ཧຍに同意するሙྜに
早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号
―120―
は，㉁問⣬にᅇ⟅，ᥦฟするようにồめた。 
ࣇ࢙࣮ࢬ㸰では，ࣇ࢙࣮ࢬ㸯の実験にཧຍし
た実験༠力者に対し，ࣃ࣮ࢯࢼࣜࢸ࢕ࢸストの
ᚓⅬをࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクするという㊃᪨で実験ཧ
ຍをồめた。実験実᪋ሙᡤは心⌮学実験ᐊで，
ཧຍ者は㸯ྡから㸴ྡで実᪋された。自ᑛ感᝟
群ࡈとに性᱁特性ㄒࡈとの自己ホ౯ᚓⅬのᖹᆒ
್を⟬ฟし，ዲましい᪉向に⣙ 15 Ⅼ᧯作した性
᱁特性ㄒ 10 㡯目㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈㄒ㸳㡯目，ࢿ࢞ࢸ
࢕ࣈㄒ㸳㡯目㸧と，ዲましくない᪉向に⣙ 15
Ⅼ᧯作した性᱁特性ㄒ 10 㡯目㸦同上㸧を実験༠
力者にࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクした㸦Table1㸧。実験者の
ᣦ示により，実験༠力者はᑒ⟄から性᱁特性ㄒ
のᚓⅬがグされた用⣬をྲྀりฟしてそのෆᐜを
確認したᚋに，෌ࡧその用⣬をᑒ⟄に入れて実
験者に㏉༷した。 
ḟに，実験༠力者にࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性
᱁特性ㄒのᚓⅬを᝿㉳してホ定を行うために，
実験༠力者はᑒ⟄をΏされ，そのᑒ⟄の中から
「ඛ࡯どのࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクのෆᐜをできるだけ
ṇ確に思いฟしてください」とᩍ示ᩥが᭩かれ
ているᅇ⟅用⣬をྲྀりだし，その㉁問に対して
「㸮㸸඲くあてはまらない」から「100㸸非常に
よくあてはまる」の್でᅇ⟅をồめた。実験༠
力者はᅇ⟅が⤊஢したᚋ，ᅇ⟅用⣬を෌度ᑒ⟄
に入れ，実験者にᥦฟした。そして，実験者か
ら実験中にఱか␲問に感じたⅬはなかったかを
㉁問されたᚋにデ࢕ࣈ࣮ࣜࣇ࢕ࣥࢢをཷけ，実
験を⤊஢した。 
㸦㸳㸧ศᯒ᪉ἲ 
ࣇ࢙࣮ࢬ㸯のࡳ実験にཧຍした者はศᯒ対㇟
から㝖እした。また，Ḟᦆ್の個数が㡯目数の
10%を㉸えるᑻ度が㸯つでも認められたᅇ⟅は
ศᯒ対㇟から㝖እした。 
ࣇ࢙࣮ࢬ㸯の結果から，自ᑛ感᝟ᑻ度でᖹᆒ
್௨上のཧຍ者は自ᑛ感᝟㧗群，ᖹᆒ್௨ୗの
ཧຍ者は自ᑛ感᝟ప群とした。ḟに，自ᑛ感᝟
群ࡈとに性᱁特性ㄒࡈとの自己ホ౯ᚓⅬのᖹᆒ
್を⟬ฟし，ዲましい᪉向に⣙ 15 Ⅼ᧯作する性
᱁特性ㄒ 10 㡯目㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈㄒ㸳㡯目，ࢿ࢞ࢸ
࢕ࣈㄒ㸳㡯目㸧と，ዲましくない᪉向に⣙ 15
Ⅼ᧯作する性᱁特性ㄒ 10 㡯目㸦同上㸧をỴ定し
た㸦Table1㸧。 
᝿㉳のṇ確さᚓⅬの⟬ฟ᪉ἲとして，実験ཧ
ຍ者にࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬ
と実験ཧຍ者がࣇ࢙࣮ࢬ㸰で᝿㉳した性᱁特性
ㄒのᚓⅬとの差の⤯対್とした。➨㸯に，ࣇ࢕
࣮ࢻࣂࢵクされた᝿㉳のṇ確さᚓⅬがዲましい
㡯目とዲましくない㡯目で᝿㉳のṇ確さに㐪い
が見られないことを確認するために，ࣇ࢕࣮ࢻ
ࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲ
ましくない㸧を⊂立変数，᝿㉳のṇ確さᚓⅬを
従ᒓ変数とした対応のある t 検定を行った。➨
㸰に，᝿㉳のṇ確さは差異ṇ確性モデルと感᝟
౯一⮴モデルのどちらに一⮴するかを検討する
ために，自ᑛ感᝟㸦㧗群，ప群㸧およࡧࣇ࢕࣮
ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，
ዲましくない㸧を⊂立変数，᝿㉳のṇ確さᚓⅬ
を従ᒓ変数としたΰྜィ⏬の㸰要因ศᩓศᯒを
行った。 
 本研究の仮説は，௨ୗの㏻りである。 
ձࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬがዲ
ましい㡯目とዲましくない㡯目とで᝿㉳のṇ
確さᚓⅬに㐪いは見られない。 
ղ自ᑛ感᝟ప群は自ᑛ感᝟㧗群よりも᝿㉳のṇ
確さᚓⅬはᑠさい。 
ճ自ᑛ感᝟㧗群はࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特
性ㄒのᚓⅬがዲましい㡯目の࡯うがዲましく
ない㡯目よりも᝿㉳のṇ確さᚓⅬがᑠさく，
自ᑛ感᝟ప群はࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特
性ㄒのᚓⅬがዲましくない㡯目の࡯うがዲま
しい㡯目よりも᝿㉳のṇ確さᚓⅬはᑠさい。 
 
⤖ ᯝ 
 
㸦㸯㸧グ述⤫ィ㔞 
඲ての性᱁特性ㄒの᝿㉳のṇ確さᚓⅬについ 
ドするような᝟ሗに㑅ᢥ的に注意を向ける傾向
があるので，自己確ド的に᝟ሗを➢ྕ໬あるい
は検⣴し，᝟ሗを自己確ド的にゎ㔘するという
自己確ド⌮ㄽに౫ᣐしている㸦Swann, 
Rentfrow, & Guinn, 2003㸧。この⌮ㄽをࡩまえ
ると，自ᑛ感᝟と一⮴するࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクのෆ
ᐜは，一⮴しないෆᐜよりも᝿㉳がṇ確である
と考えられる。このように，差異ṇ確性モデル
と感᝟౯一⮴モデルはそれࡒれ実ド的に支持さ
れているにも㛵わらࡎ，஫いに┦反するモデル
である。Story㸦1998㸧は，自己に㛵連するグ
᠈は，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクのዲましさの
影響をཷけるかの検討をした。この研究では，
実験ཧຍ者が性᱁特性ㄒに㛵するㄢ題㐙行ᚋに
その結果をࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクし，そのᚋഅ発的に
ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされたෆᐜを᝿㉳するようồめ
たとこࢁ，感᝟౯一⮴モデルを支持した。しか
しながら，日常生活の中で௚者からࣇ࢕࣮ࢻࣂ
ࢵクをཷけるሙ㠃は，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクはㄢ題を
行った┤ᚋより一定ᮇ間✵いてからされる࡯う
が多く，その間に᝿㉳のṍࡳが生じるྍ能性が
ある。 
そこで本研究では，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵ
クされた性᱁特性ㄒのᚓⅬが᝿㉳のṇ確さに及
ぼす影響を᫂らかにすることを目的とする。こ
の目的を㐩成するために，ప自ᑛ感᝟者は㧗自
ᑛ感᝟者よりもࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性
ㄒのᚓⅬをṇ確に᝿㉳するという差異ṇ確性モ
デルを支持する仮説と，自ᑛ感᝟に一⮴する性
᱁特性ㄒのᚓⅬは一⮴していない性᱁特性ㄒの
ᚓⅬよりṇ確に᝿㉳され，そして自ᑛ感᝟に一
⮴していない性᱁特性ㄒのᚓⅬは自ᑛ感᝟に一
⮴する᪉向にṍめて᝿㉳されるという感᝟౯一
⮴モデルを支持する仮説を立てた。そして，ㄢ
題㐙行ᚋに一定ᮇ間✵いてからࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵク
をཷけたሙྜの᝿㉳のṇ確さを検討すること
で，ホ定時とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵク時の間で生じる᝿
㉳ࣂ࢖࢔スを検討することを➨㸯の目的とし
た。また，自己に㛵連する᝿㉳のṇ確さは，自
ᑛ感᝟といった特性的ഃ㠃に影響をཷけるの
か，それともࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされるෆᐜに影響
をཷけるのかを検討することを➨㸰の目的とし
た。 
 
᪉ ἲ 
 
㸦㸯㸧実験者 
 ⮫ᗋ心⌮学をᑓᨷする➨㸯➹者が実験を実᪋
した。 
㸦㸰㸧実験༠力者 
実験は㸰つのࣇ࢙࣮ࢬからᵓ成され，ࣇ࢙࣮
ࢬ㸯では，㒔ෆ⚾立大学の学生 31 㸦ྡ男性㸵ྡ，
ዪ性 24 ྡ㸧が実験にཧຍした。実験༠力者のᖹ
ᆒᖺ㱋は 20.97 ṓ㸦SD = 0.77㸧であった。ࣇ࢙
࣮ࢬ㸰では，㒔ෆ⚾立大学の学生 24 㸦ྡ男性㸲
ྡ，ዪ性 20 ྡ㸧が実験にཧຍした。実験༠力者
のᖹᆒᖺ㱋は 21.21 ṓ㸦SD = 0.76㸧であった。 
㸦３㸧実験時ᮇ 
 2012 ᖺ㸵᭶に実験を実᪋した。 
㸦㸲㸧調ᰝᮦᩱ 
ձ自ᑛ感᝟に㛵するᑻ度 
自ᑛ感᝟ᑻ度㸦ᒣ本・松஭・ᒣ成，1982㸧㸸10
㡯目からなり，ᚓⅬが㧗い࡯ど自ᑛ感᝟が㧗い
ことを⾲す。ཧຍ者には「㸯㸸あてはまらない」
から「㸳㸸あてはまる」の㸳௳ἲでᅇ⟅をồめ
た。このᑻ度は，ᱜ஭㸦2000㸧によって信㢗性
とጇᙜ性が確かめられている。 
ղ性᱁特性に㛵するᑻ度 
ࣃ࣮ࢯࢼࣜࢸ࢕ࢸスト㸸Big Five ᑻ度㸦࿴田，
1996㸧を用いた予ഛ調ᰝの結果からᵓ成された
ࢸストである。20 㡯目㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈㄒ 10 㡯目，
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈㄒ 10 㡯目㸧からなり，ཧຍ者には
「㸮㸸඲くあてはまらない」から「100㸸非常に
よくあてはまる」の್でᅇ⟅をồめた。 
㸦㸳㸧ᡭ続き 
 ࣇ࢙࣮ࢬ㸯において，研究の㊃᪨説᫂を行う
ことの஢ᢎをᚓた学生に対し，研究の目的や意
義➼の説᫂を行い，研究ཧຍに同意するሙྜに
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てᖹᆒ್およࡧᶆ‽೫差を⟬ฟした㸦Table1㸧。
㸦㸰㸧性᱁特性ㄒによる᝿㉳のṇ確さの➼౯性
の検討 
本研究のศᯒ᪉ἲをࡩまえて，実験༠力者 24
ྡを対㇟にศᯒを行った。まࡎ，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵ
クされた性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲまし
くない㸧を⊂立変数，᝿㉳のṇ確さᚓⅬを従ᒓ
変数とした対応のある t 検定を行った。その結
果，ዲましい㡯目とዲましくない㡯目とで᝿㉳
のṇ確さᚓⅬに㐪いが見られなかった㸦t (23) 
= .74, n.s.㸧。このことから，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクさ 
れた性᱁特性ㄒのᚓⅬによって᝿㉳のṇ確さに 
 
㐪いは見られないことが確認された。 
㸦３㸧自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特 
性ㄒが᝿㉳のṇ確さᚓⅬに及ぼす影響の検討 
自ᑛ感᝟㸦㧗群，ప群㸧とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクさ
れた性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲましくな
い㸧を⊂立変数，᝿㉳のṇ確さᚓⅬを従ᒓ変数
としたΰྜィ⏬の㸰要因ศᩓศᯒを行った。自
ᑛ感᝟㸦㧗群，ప群㸧とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた
性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲましくない㸧
ࡈとの᝿㉳のṇ確さᚓⅬのᖹᆒ್とᶆ‽೫差を
Table㸰に示す。 
その結果，஺஫作用，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた
性᱁特性ㄒのᚓⅬの主ຠ果，自ᑛ感᝟の主ຠ果
඲てに᭷意差は見られなかった㸦㡰に，F (1, 22) 
= 1.43, n.s.; F (1, 22) = .55, n.s.; F (1, 22) = 
2.44, n.s.㸧。 
 
⪃ ᐹ 
 
本研究の目的は，ప自ᑛ感᝟者は㧗自ᑛ感᝟
者よりもࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓ
Ⅼをṇ確に᝿㉳するという差異ṇ確性モデルと，
ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬは自ᑛ
感᝟に一⮴する᪉向にṍめて᝿㉳されるという
感᝟౯一⮴モデルの仮説を立て，そのどちらに
ᙜてはまるのかを検討することであった。  
本研究の結果から，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵ
クされた性᱁特性ㄒのᚓⅬによって性᱁特性ㄒ
の᝿㉳のṇ確さに㐪いは見られなかったことか
ら，差異ṇ確性モデルと感᝟౯一⮴モデルのど 
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ちらがඃれたモデルであるかをド᫂することは
できなかった。 
本研究で差異ṇ確性モデルと感᝟౯一⮴モデ
ルの୧᪉の仮説がᲠ༷された⌮⏤として，➨㸯
に，自ᑛ感᝟の変動性が考えられる㸦㜿㒊・௒
野，2007㸧。自ᑛ感᝟の変動性とは，「▷ᮇ的な
自ᑛ感᝟の変動のしやすさ」と定義される
㸦Kernis, Grannemann & Barclay, 1989㸧。た
とえば Kernis, Grannemann & Mathis㸦1991㸧
は，自ᑛ感᝟の㧗さと変動性が抑うつに及ぼす
影響を検討し，自ᑛ感᝟が㧗くᏳ定しているも
のとపくᏳ定している者との間には抑うつᚓⅬ
に᭷意な差があったが，自ᑛ感᝟が㧗く不Ᏻ定
なものとపく不Ᏻ定なものとの間には᭷意な差
が見られなかった。このことから，自ᑛ感᝟を
その㧗さと変動性の㸰ഃ㠃から検討することで，
自ᑛ感᝟の㧗さには適応的ഃ㠃と不適応的ഃ㠃
があると考えられる。 
本研究ではࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされたෆᐜのグ᠈
は自ᑛ感᝟の影響をཷけるという仮説を立てて
いたことから，自ᑛ感᝟はࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵク➼に
㛵連しない特性的感᝟と఩置づけていた。しか
しながら，Leary, Tambor, Terdal & Downs
㸦1995㸧は，自ᑛ感᝟は学業成⦼のࣇ࢕࣮ࢻࣂ
ࢵクや♫఍的ཷᐜと᤼᩺によって変動すること
から，自ᑛ感᝟は状ἣ౫存的感᝟と఩置づけて
いる。このことから，௒ᚋは自ᑛ感᝟をその㧗
さと変動性という㸰つの要⣲にศゎしたうえで
᝿㉳のṇ確さとの㛵連を検討するᚲ要があると
考えられる。 
➨㸰に，本研究で用いたグ㖭㡯目は性᱁特性
ㄒであったが，自ᑛ感᝟に㛵わらࡎ，グ㖭㡯目
が実験ཧຍ者に㛵連があるものをṇ確に᝿㉳す
るという自己㛵連づけの要因が㛵連していたྍ
能性がある。一⯡的に，グ᠈に㛵する研究で༢
ㄒをグ㖭㡯目としたሙྜ，ᙧ態処⌮や㡢㡩処⌮
よりも意࿡処⌮をồめた᪉が༢ㄒのഅ発グ᠈成
⦼がඃれている。さらに意࿡処⌮の中でも，自
己と㛵連づける処⌮を行うことでグ᠈成⦼がಁ
進され，このことは自己㛵連づけຠ果とよばれ
る㸦ᇼෆ，2008㸧。Rogers, Kuiper & Kirker
㸦1977㸧はグ㖭㡯目が自己の性᱁や特徴にあて
はまるかをุ᩿する自己グ述ㄢ題を用いた。こ
の研究では，性᱁特性ㄒを用いて，ᙧ態処⌮᮲
௳，㡢㡩処⌮᮲௳，意࿡処⌮᮲௳，自己㛵連づ
け処⌮᮲௳をタけ，それࡒれの処⌮での෌生成
⦼を検討した。その結果，自己㛵連づけ᮲௳が
അ発෌生成⦼で᭱もඃれていたことから，グ㖭
㡯目が自己に㛵連しているかが᝿㉳のṇ確さに
影響を୚えると考えられる。 
本研究でも性᱁特性ㄒをグ㖭㡯目として用い
たが，実験のᡭ続きとして，まࡎ実験ཧຍ者に
ྛ性᱁特性ㄒがどれだけ自ศにᙜてはまるかを
数್でホ定してもらい，ḟに群ࡈとに性᱁特性
ㄒのホ定್のᖹᆒ್を⟬ฟしたうえで性᱁特性
ㄒのᚓⅬをዲましい㡯目とዲましくない㡯目に
ศけた。そのため，ྛ実験ཧຍ者がࣇ࢕࣮ࢻࣂ
ࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬをグ㖭し᝿㉳する
ときに自己㛵連づけの処⌮がなされていたかを
ุ᩿するのはできない。このことから，௒ᚋは
ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされる性᱁特性ㄒのᚓⅬを群ࡈ
とに⤫制するのではなく，ྛཧຍ者で᧯作した
ሙྜにも本研究と同じような結果になるのかを
検討するᚲ要があると考えられる。 
௨上のことから，自ᑛ感᝟がグ᠈のṇ確さに
影響を示さなかった要因の㸯つとして，自ᑛ感
᝟の変動性がᣲࡆられる。そのため，‶㊊のい
くฟ᮶事を確認し，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなฟ᮶事の原因
ᖐᒓの仕᪉を自己に向けすࡂないようにする➼
の自ᑛ感᝟を㧗める⮫ᗋ的介入をすることで，
௚者から࣏ࢪࢸ࢕ࣈなホ౯をされた時の᝿㉳が
ṇ確となり，࣏ࢪࢸ࢕ࣈな自己ホ౯につながる
と考えられる。このことから，௒ᚋは，᝿㉳の
ṇ確さに影響を୚えるྍ能性のある自ᑛ感᝟の
変動性に↔Ⅼをᙜてた介入のຠ果や，⮫ᗋᢏἲ
の㛤発研究に㛵する検討がᮃまれる。 
 
ᘬ⏝ᩥ⊩ 
 
てᖹᆒ್およࡧᶆ‽೫差を⟬ฟした㸦Table1㸧。
㸦㸰㸧性᱁特性ㄒによる᝿㉳のṇ確さの➼౯性
の検討 
本研究のศᯒ᪉ἲをࡩまえて，実験༠力者 24
ྡを対㇟にศᯒを行った。まࡎ，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵ
クされた性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲまし
くない㸧を⊂立変数，᝿㉳のṇ確さᚓⅬを従ᒓ
変数とした対応のある t 検定を行った。その結
果，ዲましい㡯目とዲましくない㡯目とで᝿㉳
のṇ確さᚓⅬに㐪いが見られなかった㸦t (23) 
= .74, n.s.㸧。このことから，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクさ 
れた性᱁特性ㄒのᚓⅬによって᝿㉳のṇ確さに 
 
㐪いは見られないことが確認された。 
㸦３㸧自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特 
性ㄒが᝿㉳のṇ確さᚓⅬに及ぼす影響の検討 
自ᑛ感᝟㸦㧗群，ప群㸧とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクさ
れた性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲましくな
い㸧を⊂立変数，᝿㉳のṇ確さᚓⅬを従ᒓ変数
としたΰྜィ⏬の㸰要因ศᩓศᯒを行った。自
ᑛ感᝟㸦㧗群，ప群㸧とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた
性᱁特性ㄒのᚓⅬ㸦ዲましい，ዲましくない㸧
ࡈとの᝿㉳のṇ確さᚓⅬのᖹᆒ್とᶆ‽೫差を
Table㸰に示す。 
その結果，஺஫作用，ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた
性᱁特性ㄒのᚓⅬの主ຠ果，自ᑛ感᝟の主ຠ果
඲てに᭷意差は見られなかった㸦㡰に，F (1, 22) 
= 1.43, n.s.; F (1, 22) = .55, n.s.; F (1, 22) = 
2.44, n.s.㸧。 
 
⪃ ᐹ 
 
本研究の目的は，ప自ᑛ感᝟者は㧗自ᑛ感᝟
者よりもࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓ
Ⅼをṇ確に᝿㉳するという差異ṇ確性モデルと，
ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵクされた性᱁特性ㄒのᚓⅬは自ᑛ
感᝟に一⮴する᪉向にṍめて᝿㉳されるという
感᝟౯一⮴モデルの仮説を立て，そのどちらに
ᙜてはまるのかを検討することであった。  
本研究の結果から，自ᑛ感᝟とࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵ
クされた性᱁特性ㄒのᚓⅬによって性᱁特性ㄒ
の᝿㉳のṇ確さに㐪いは見られなかったことか
ら，差異ṇ確性モデルと感᝟౯一⮴モデルのど 
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Abstract 
 
The purpose of this study was to investigate whether the differential accuracy model, 
individuals with low self-esteem would remember the scores given personality 
characteristic words more accurately than individuals with high self-esteem do or the 
valence congruency model, accurate recall of the scores given personality characteristic 
words was expected to be a function of the congruency between the individual’s level of 
self-esteem and the scores given personality characteristic words. Twenty-four 
undergraduate students completed the questionnaires about self-esteem and were 
incidentally required to recall their feedback. The results indicated that high and low 
self-esteem participants recalled as accuracy as personality characteristic words. We 
discussed these results in terms of other factors related to recall accuracy and their 
applicability to clinical study. 
 
Key words: self-esteem, feedback, personality characteristic words, the differential 
accuracy model, the valence congruency model 
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